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１．はじめに

能登半島地震は能登半島北西部の門前町付近を震

源として発生した．震源域付近の陸域には顕著な活

断層は知られていなかったが，海域には第四紀以降

に活動した断層がいくつか分布している（片川ほか，

2005；岡村，2007）．本報告では，能登半島周辺の海

底地質図をまとめたデータを基に，能登半島とその

周辺海域の地質と活断層について紹介し，当該地域

の地質構造発達史及び地震との関係を議論する．

２．能登半島及び周辺の地形・地質概略

能登半島とその周辺の海底地形全体を見ると，水

深 1000 m 以上の海盆域が半島の東側から，北側及び

西側を取り囲んでいる（第 1 図）．東側では富山トラ

フと呼ばれる凹地が，能登半島に接するように南－

北から北東－南西方向に伸び，富山湾にまで入り込

んでいる．富山トラフの北側延長は大和海盆に達す

る．能登半島の北側から西側には幅 60 km 以上の水

深 500 m 以浅の平坦な台地状の海底が広がり，その

北から北西側には大和海盆が，西側には隠岐トラフ

が広がる．大和海盆は日本海で 2 番目に大きい海盆

で，水深は 2500 m 以上に達する．隠岐トラフは北東

－南西方向に伸びる水深 1500 m 以上の凹地である．
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このように，能登半島は周囲を海盆に取り囲まれた

地形的な高まりの上に位置する．

七尾湾と海士崎（あまさき）を結ぶ線より北側の

能登半島北部は全体として東北東－西南西方向に伸

びる山地を形成する．その北側に広がる水深 200 m
以浅の台地にも，東北東－西南西方向の地形的な高

まりが少なくとも 2 列形成されており，七つ島，舳

倉島瀬，西能登堆群などの島や浅瀬となっている．

一方，七尾湾と海士崎を結ぶ線より南側の半島は

全体として南北に延び，北東－南西方向に伸びる地

形が重なる．特に邑知潟と石動山地は北東－南西方

向に伸びる顕著な地形であるが，これらの地形は海

域には延長しない．

このような地形的特徴は海底下の地質の特徴を反

映したものである．半島周辺の水深 1000 m を超える

海盆底は日本海が拡大した時期に形成されたリフト

で，厚さ 1000 m 以上の堆積物に覆われる．一方，能

登半島北部からその北側に広がる水深 200 m 以浅の

台地は局所的に厚さ数百 m 以上の堆積物が分布する

が，堆積物がほとんど分布しない場所も多い．この

ようなことから，半島の周辺域が大きく沈降した日

本海拡大時にも，半島とその北側は直径 100 km 以上

の地形的高まりとして残っていたと考えられる．

半島北部には中生代以前の深成岩や変成岩が小規
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模ながら露出し，それを前期－中期中新世の火山岩

類が広く覆っている（第 2 図）（絈野，1993）．また

半島の北東部には中期－後期中新世の海成層が（吉

川ほか，2002），北西部には前期中新世の陸成層が分

布する（小林ほか，2005）．このような地質は，能登

半島北部の北東部を除いて，日本海拡大時以降も海

面下まで沈降しなかったことを示している．

七尾湾より南側では，新第三紀の堆積物が次第に

厚くなる．陸域では先新第三系も露出するが，南側

ほど新しい地層が分布する傾向がある（第 2 図）．海

域では大部分が第四系に覆われる． 

３．東西性のリフトと後期中新世の南北圧縮変形

能登半島は日本海拡大時にも大きく沈降すること

はなかったが，東－西から東北東－西南西方向に伸

びる小規模なリフトはいくつか形成されたと考えら

れる．それらは，後期中新世に生じた南北圧縮によっ

て変形し，断層・褶曲帯を形成している（第 2，3 図）．

七尾湾と海士崎を結ぶ線より北側では基盤が浅い

が，前期－中期中新世の海成層は東北東－西南西方

向に伸びる限られたゾーンに分布する傾向があり，

リフトの位置を示していると考えられる．まとまっ

て堆積物が分布するのは，能登半島北東部とその東

北東延長部，舳倉島の東北東側と西南西側である．

能登半島北東部はそれらの堆積物が地表に露出して

いる（第 2 図）．吉川ほか（2002）によると，下部は

海成層を挟在する火砕岩を主体とし，上部は主に海

成の砂岩・泥岩からなる．後期中新世の約 7 Ma ま

での堆積物が分布し，それら全体が褶曲しているこ

とから，後期中新世に顕著な南北圧縮変形が発生し

たと考えられる（絈野，1993）．吉川ほか（2002）は

褶曲の形成時にリフト南縁の正断層が逆断層として

再活動したことを明らかにしている．このリフトは

海域にまで広がり，西方延長は輪島沖に達する．リ

フトの北縁に沿って南傾斜の逆断層が連続して発達

し，それに沿って背斜構造が発達する（第 4 図）．そ

れらの断層は断続的に西に延び，半島の北西沖まで

続く（第 3図）．そこで断層の位置は大きく南側にジャ

ンプして，門前沖の 2007 年能登半島沖地震の震源域

に現れ（第 5 図），さらに南西に連続する．

七尾湾より南側では，石動山付近のコロサ断層及

び加賀平野北東側に位置する宝達山付近の断層と褶

曲が後期中新世に形成された東西方向に伸びる構造

である（第 2 図）．海士崎より南側の西方沖海域では

リフトの形態がはっきりせず，幅広い沈降域になっ

ていた可能性が高い．現在は第四系に広く覆われる

が，その下に東西方向の背斜構造が発達する（第 3，
6 図）．背斜構造の上部は浸食平坦面になっており，

それを鮮新世以降の地層が覆っている．その中には

変形はほとんど認められない．この背斜構造の一つ

は，陸上の宝達山に連続する．

同様の変形構造は山陰地方から北陸地方の沿岸海

底下に広く発達し，中期－後期中新世の変動として

知られている（田中・小草，1981；伊藤・荒戸，

1999）．この変動によって，能登半島北部は全域が隆

起したため，それ以降のまとまった海成層は知られ

ていない．また，半島北側に広がる水深 200 m 以浅

の台地にも，同時期に形成された浸食面が広く分布

する（岡村，2007）．

４．第四紀の逆断層活動

能登半島とその周辺に分布する第四紀の逆断層に

は，後期中新世の逆断層が再活動している逆断層と

第四紀に新たに形成された逆断層とがある（第 3 図）．

再活動している断層は東北東－西南西から北東－

南西方向に伸びる断層で，2007 年能登半島地震の震

源断層もそれに相当する．能登半島の北岸沿いに分

布する後期中新世の逆断層も，三沢（1997）によっ

て第四紀に再活動していることが報告されている．

能登半島の北東沖から北西沖まで断続的に連続する

後期中新世の逆断層全体が第四紀に再活動している

かどうかは明らかになっていないので，今後詳しく

調査する必要がある． 2007 年能登半島地震の震源断

層も，片川ほか（2005）によって後期更新世以降に

活動していることが示されている．その断層はさら

に南西に連続し，顕著な背斜構造を伴う（第 7 図）．

これらの断層は古い構造と重なっているため，従来

の調査では，第四紀の変位量や変位速度に関する情

報はほとんど得られていない．同じく，後期中新世

に形成された構造でも，七尾湾と海士崎より南側の

東西方向の背斜構造には第四紀に再活動した様子は

認められない．断層のわずかな走向の違いによって，

第四紀に再活動するかしないかが決まった可能性が

考えられる．

一方，能登半島の西方沖では第四系に変形を与え

る南－北に伸びる断層・褶曲群が発達する．西傾斜

の逆断層が 2 列あり（第 8 図），さらにその西側に撓

曲帯が形成されている．これらの逆断層は後期中新

世には活動しておらず，第四紀になって活動し始め

たと考えられる．田中・小草（1981）に示された能

登半島西方沖のマルチチャンネル反射断面を見ると，

南北方向の西傾斜逆断層はハーフグラーベンを隆起

させていることから，これらの逆断層もかつての正

断層が逆断層として再活動した可能性が高い．小林

ほか（2005）は能登半島北西部の前期中新世後期の

堆積物に発達する断層群の解析から，日本海拡大時

のある時期に東西から北東－南西方向の伸張応力が

優勢であったことを示した．能登半島西方沖の南北

方向のリフトの形成，能登半島東側の南北方向の富

山トラフの形成は，このような応力場に関連してい

ると考えられる．
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５．地質構造から見た第四紀の歪み集中帯

以上のような地質構造から，能登半島とその周辺

海域では，第四紀に南－北から北東－南西方向の逆

断層及び褶曲構造が成長しはじめたことがわかる．

そのような変形構造は断続的ながら帯状のゾーンに

沿って発達しており，第四紀の地質学的歪み集中帯

を形成する（第 3 図）．能登半島には 2 列の歪み集中

帯が認められる．一つは半島の北岸から西側に延び

る．これは全長約 180 km に達するが，断続的な構造

からなり個々の断層の長さは 25 km を超えることは

ない．2007 年能登半島地震はこの歪み集中帯の中で

発生した． 1993 年の能登半島沖地震（M 6.6）も，

この歪み集中帯の東部に接するように発生している

が，地質構造と関係あるかどうかさらに検討する必

要がある．また，西暦 1892 年に羽咋郡で被害が発生

したマグニチュード 6.3 及び 6.4 の地震（宇佐美，

2003）も，この歪み集中帯で発生した可能性が考え

られる（宍倉ほか，2007）．
その歪み集中帯の約 50 km 南側には邑知潟から加

賀平野の東縁に沿った北東－南西から北北東－西南

西方向の逆断層が発達し，別の歪み集中帯を形成し

ている．前期更新世には富山側の砺波平野と加賀平

野とは海がつながっており，その後隆起して現在の

地形となったのは，この歪み集中帯の活動によるも

のと考えられる．

一方，このような歪み集中帯とは別に，能登半島

のほぼ全域に更新世の段丘面が発達している．これ

は半島全体が隆起していることを示すが，先に述べ

た歪み集中帯とは明らかに隆起パターンが異なり，

隆起メカニズムも不明である．

６．日本海東縁との比較

このように，能登半島周辺にも第四紀に活動した

断層が分布しているが，いずれの断層も累積変位量

は 200～300 m 以下と考えられ，新潟以北の日本海東

縁の海底に分布する断層に比較して変位量は半分以

下である．さらに断層の数もかなり少ない．この変

位量と断層の数との差から，能登半島周辺の最近約

200 万年の短縮量は日本海東縁の半分以下であると

推定される．しかしながら，第四紀の後半に活動度

が高まってきている可能性もあり，それぞれの逆断

層の最近の変位速度や活動を明らかにすることが重

要である．

７．まとめ

能登半島は後期中新世に南北圧縮による逆断層と

褶曲が発達し，その後，第四紀に東西圧縮による変

形を受けた．これらの変形は日本海拡大時のリフト

に集中する傾向がある．後期中新世の逆断層の中で，

北東－南西から東北東－西南西方向のものは第四紀

にも再活動しているが，東西方向の断層は再活動し

ていない．また，南北方向の逆断層・褶曲が第四紀

になって新たに成長し始めている．

これらの第四紀の断層・褶曲は断続的であるが，

その分布が比較的集中する地質学的歪み集中帯が 2
列定義できる．一つは半島北岸から北西岸に抜け，

さらに西方沖に連続し，もう一つは邑知潟から加賀

平野の東縁に沿って連続する．これらの歪み集中帯

は日本海東縁からややはずれた場所に位置し，累積

変位量も小さいように見えるが，最近の変位速度は

大きくなっている可能性もあり，今後活動度をさら

に詳しく調査する必要がある．
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第 1 図．能登半島周辺の地形．
Fig. 1. Topographic map around Noto Peninsula.
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 Fig. 2. Geological map of Noto Peninsula. Edited from geological map 1/1,000,000 (Geological Survey of Japan, 1992).
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Fig. 3. Geologic structure and contractional deformation zones around Noto Peninsula.
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